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溶融NaOHを⽤いたフッ素樹脂の鉱物化
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 廃棄の際、耐熱性・耐薬品性等々に優れているフッ素系樹脂は、その⼤半が埋め⽴て処分されており、有効なリサイクル⼿段
も限られています。本発表では、超電導酸化物の低温合成法に⽤いられているアルカリ⽔酸化物溶融塩法を応⽤し、フッ素樹脂
の分解と鉱物化する新しい技術を提案し、その成功事例を報告しました。数あるフッ素樹脂の中でも、⽣産量が全体の６割を占
めるテトラフルオロエチレン（テフロンTM）をケミカルリサイクルした例は今までに報告されておらず、この発表が最初の例に
なりました。
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